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「移動とことば」第２回・研究会  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 開催日：２０１６年１２月２３日（金）１２：５５〜１８：００ 

	 	 	 	 	 	 	 	 	  場所：早稲田大学（早稲田キャンパス）２２号館２０６教室 
	 	 	 	 	 	 	 	 	  主催：「移動とことば」研究会	 	  

プログラム	 

１２：５５	 開会挨拶 

１３：００〜１４：３０	 ＜移動する「わたし」を語る＞      各発表 20分   

	 	 ①フランスの大学で日本語を専攻する学生の学習動機とアイデンティティ 

	 	 	 	 	 －「移動」と「複言語・複文化」の視点から 

小間井	 麗（INALCO	 博士課程）	 

	 	 	  ②日本留学を経験した中国朝鮮族の苦悩 
	 	 	 	 	 －中国朝鮮語消滅の過程から－	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 市川章子(一橋大学大学院博士課程)	 

	 	 	 	 ③移動のもたらす日本語使用意識の変化	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 鄭	 雲静（東呉大学大学院博士課程）	 

	 	 	 	 ディスカッション（30 分）	 

	 	 

	 ＜休憩：10分＞ 
１４：４０〜１５：４０	 ＜移動する子どもと向き合う教育＞	 各発表 20分   

	 	 	 	 ④補習授業校の教師はどのようにして母語・国民教育から脱却できるのか 

	 	 	 	 	 －ある教師のアイデンティティ構築過程に注目して－ 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 瀬尾悠希子（大阪大学大学院博士課程） 
	 	 	 	 ⑤在外教育施設の教師は複数言語環境で育つ子どもたちをどのように捉えて 

	 	 	 	 	 いるか―日本人学校の教師たちの語りから見えたもの 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 本間祥子（早稲田大学大学院博士課程） 
	 	 	 	 ディスカッション（20分） 

	  
	 ＜休憩：10分＞ 
１５：５０〜１７：２０	 ＜「越境」を超えた移動を捉える＞	 各発表 20分   

	 	 	 	 ⑥移動する在日パキスタン人世帯の次世代	 

	 	 	 	 	 ―パキスタンの国語ウルドゥー語に関して	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 山下里香（東京大学）	 
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	 	 	 	 ⑦国境を超越するろう者	  
	 	 	 	 	 ―移動をめぐるあるろう者のライフストーリー  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 大塚愛子（ロンドン大学 SOAS 大学院博士課程）	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 岩﨑典子（ロンドン大学 SOAS）	 

	 	 	 	 ⑧移動することば、人、モノの交差点 
	 	 	 	  ―東京とシドニーのバングラデシュ系の雑貨店をめぐって 

  	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	   尾辻恵美 （シドニー工科大学） 
	 	 	 	 	 	 	 ディスカッション（30 分）	 

 

１7：２０〜１７：５０	  

	 	 	 総括討論	 「移動とことば」を考える 

	    	 	 	 	 	 	 ―ことば・アイデンティティ・ライフ 

	 	 	 	 	 	 	 	 三宅和子（東洋大学）×	 川上郁雄（早稲田大学） 

 

１７：５０〜１８：００	 今後へ向けて：第３回研究会と出版計画 


